Ⅰ　本資料について






































Ⅱ　校内研修シートの構成




①



②


⑤
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①見出しについて
　校内研修を行う上で、参加する方の目指す姿を分かりやすい言葉で伝えています。




②ポイントについて
　当センターの基調講義等でポイントとなる内容を、分かりやすくまとめています。





③校内研修の手順について
　校内研修等の実施時に、どのように進めると良いか具体的な手順（流れ）を記載しています。




④概要について
　活用する際に具体的な手順と関連付けながら進めることができるよう分かりやすく示しています。




⑤演習用シートについて
　校内研修での演習に活用するシートです。必要に応じてコピーすることにより、何度でも活用できるようにしています。



※校内研修シートを活用して演習を行ったあとは、必ず振り返りを行いましょう！


	研修シート名
	参考となる研修講座
【観点】
	研修できる内容
	想定
時間

	研修シート １
「学びの過程で予想される困難さを把握しよう！」
	発達障がい専門性向上
研修講座

【児童生徒が意欲的に学ぶ
ために】
	・育成を目指す資質・能力を
明確にする。
・児童生徒の学びの過程で予想される学びの困難さを把握する。
・困難さに対する手立てを、指導者同士で考えたり、共有したりする。
	60分

	研修シート ２
「指導すべき課題を明確化し、全教育活動を通じて適切に指導しよう！」
	自立活動研修講座

【調和の取れた育成を目指した自立活動の指導】
	・育成を目指す資質・能力を
明確にする。
・障がいによる学習上又は生
活上の困難さを明確にする。
・指導すべき課題をどのように指導するか、具体的な指導場面や方法を全教育活動を通じて考える。
	60分

	研修シート ３
「目指す児童生徒の姿から、授業づくりを考えよう！」
	教科等指導力向上
研修講座

【授業づくりの基本】
	・育成を目指す資質・能力を
明確にする。
・目指す児童生徒像の実現に　向けた授業づくりを検討する。
・単元計画や１単位時間の学
習指導案を作成する。
	60分

	研修シート ４
「各教科等の目標や内容を踏まえた年間指導計画を作成しよう！」
	特別支援学校専門コース

【授業づくりの課題と改善の必要性】
	・育成を目指す資質・能力を
明確にする。
・知的障がい特別支援学校の各教科等の目標や内容を踏まえ、指導すべき内容を選択する。
・指導すべき内容を基に、年
間指導計画を作成する。
	60分

	研修シート ５
「各教科等を合わせた指導の指導内容を確認しよう！」
	授業改善コース

【授業改善の方策】
	・育成を目指す資質・能力を
明確にする。
・各教科等を合わせた指導で
取り扱っている各教科等の
内容を分析する。
・分析した内容と個別の指導
計画の各教科等の指導内容
を比較する。
	60分

	研修シート ６
「カリキュラム・マネジメントについての理解を深めよう！」
	新学習指導要領
研修講座

【新学習指導要領の理解】
	・育成を目指す資質・能力を
明確にする。
・カリキュラム・マネジメントのポイントから、学校における現状と課題を整理する。
・今後、自校や自身の実践で取り組みたいことを明確にする。
	60分


Ⅲ　校内研修シートの内容
３　校内研修シートの内容について


参考となる研修講座は、当センターが平成30年度に実施したものです。


Ⅳ　活用の手引き


　校内研修シートを活用するときや記入する際の留意点、記入内容を考える際のポイントをまとめた。

　【研修シートを活用する際の共通のポイント】
（質問）
（ポイント）
（成果）



演習等を行う中で、「日常生活や社会生活の中で、具体的にどのような姿が見られたらよいのか」という視点で、検討されている先生が多くいました。
「目指す児童生徒」の姿を記入する時、どんな視点で考えるとよいでしょうか？
生活年齢や、学校で学ぶ残りの年数を視野に入れ、「○○年後の姿」や「卒業時に見られる具体的な姿」から想定することが考えられます。







（質問）
（ポイント）
（成果）



「育成を目指す資質・能力」の部分で、「何ができるようになるか」のところは、どのような考え方で記入するとよいでしょうか？
研究協力校では、「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の３つの柱に沿って記入することにより、書きやすくなったという意見がありました。
「何ができるようになるか」を記入する場合、単元や１単位時間の指導後に、「こんな姿が見られる」、「○○のような姿になっている」など、児童生徒が変容した具体的な姿を考えて記入します。










（質問）
（ポイント）
（成果）



「何を学ぶか」を記入する場合、「目指す児童生徒の姿」や「何ができるようになるのか」を踏まえながら、目指す資質・能力を身に付けるために必要な学ぶ内容を考えて記入します。
研究協力校では、「育成を目指す資質・能力」から学ぶ内容を検討したことで、これまでの年間指導計画の見直しにつなげられる授業改善となったという意見がありました。
「育成を目指す資質・能力」の部分で、「何を学ぶか」のところは、どのような考え方で記入するとよいでしょうか？








（質問）
（ポイント）
（成果）


研究協力校では、児童生徒にどのような姿が見られたら達成といえるのかという視点を持つことで、必要な手立て等が書きやすくなったという意見がありました。
「育成を目指す資質・能力」の部分で、「どのように学ぶか」のところは、どのような考え方で記入するとよいでしょうか？
「どのように学ぶか」を記入する場合、知的障がいのある児童生徒の教育的対応の基本や学びの過程で想定される困難さに対する手立て・配慮などを踏まえて記入します。









（質問）
（ポイント）
（成果）




研究協力校では、新学習指導要領で示されている「育成を目指す資質・能力」を明確にした授業づくりの考え方について理解が深まり、集団での学習においても授業改善に必要な視点を整理することができたという意見がありました。
この研修シートは、一人の児童又は生徒について検討することを通して、新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくりの考え方について理解を深めるためのものです。対象とする一人の児童生徒を想定して記入してください。
実際の指導の場面では、集団で学習をしていますが、基本情報の欄には、全ての児童生徒の実態等を記入するのでしょうか？























　【各研修シートを記入する際のポイント】
＜研修シート１の活用に当たって＞
「学びの過程で予想される困難さを把握しよう！」
（質問）
（ポイント）
（成果）



研究協力校では、「予想される困難さ」を明確にし、困難さに応じて教材を工夫したり、指導者で支援方法を共有したりすることで、最後まで集団で学習に参加できたという成果がありました。
当該児童生徒にとって、具体的に学習活動のどの場面のどのようなことが難しいのか、「予想される困難さ」を明確にすることがポイントです。
集団で学習をしていますが、同じ学習に取り組むことが難しい児童生徒がいる場合、どうしたらよいですか？









（質問）
（ポイント）
（成果）



集団での学習において、同じ学習に取り組むことが難しい児童生徒について、「予想される困難さ」を考えたのですが、具体的な手立ては、どのように考えるとよいですか？
研究協力校では、「予想される困難さ」について、事前に手立て等を検討したことにより、児童生徒の学習の充実につながるとともに、他の児童生徒にも有効な手立てとして、授業改善に生かすことができたという成果がありました。
各教科等で指導の手立てを考える場合、小・中学校学習指導要領解説の各教科「指導計画の作成と内容の取扱い」に、学習活動において生じる困難さに応じた指導の工夫の意図や手立てについての例が示されているので参考にするとよいです。





















＜研修シート２の活用に当たって＞
「指導すべき課題を明確化し、全教育活動を通じて適切に指導しよう！」」
（質問）
（ポイント）
（成果）



特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）第７章「自立活動の個別の指導計画の作成と内容の取扱い」を参考とします。
抽出した課題同士がどのように関連しているのか整理し、優先となる中心的な課題を導き出すことで、特に重要となる自立活動の指導内容を明確にすることができ、学校生活全体を通じた指導につながるといった意見がありました。
「指導する内容」の部分で、「自立活動における具体的な指導内容及び区分」のところは、どのような考え方で記入するとよいでしょうか？










（質問）
（ポイント）
（成果）



「全教育活動を通じて指導する場面」の部分で、「指導する場面＜イメージ＞」のところは、どのような考え方で記入するとよいでしょうか？
研究協力校では、個別の指導計画の目標との関連がより一層明確になり、各教科の指導目標や内容と自立活動の指導目標や内容を関連させ、学習指導案へ位置付けることができたといった意見がありました。
各教科等の指導と自立活動の指導の内容の関連を図り、効果的な指導を行うことを踏まえ、各教科等における指導の目標の達成を著しく損なったり、目標から逸脱したりすることのないように留意することが大切です。










（質問）
（ポイント）
（成果）



研究協力校では、具体的な指導内容や指導場面をイメージすることや、指導者同士が共通理解を図って児童生徒に関わることができたという意見がありました。
「育成を目指す資質・能力」の部分で、「どのように学ぶか」のところは、どのような考え方で記入するとよいでしょうか？
特定の方法（心理療法、感覚訓練等）を、機械的に当てはめるのではなく、個々の児童生徒の実態に適した方法を創意工夫することが大切です。








＜研修シート３の活用に当たって＞
「目指す児童生徒の姿から、授業づくりを考えよう！」
（質問）
（ポイント）
（成果）



研究協力校では、単元計画に記入欄を設定し、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」をどの時間で行うのか明確にできるようにした取組がありました。
「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」を単元全体でバランスよく位置付けるように検討します。
「単元計画」を作成する部分で、記入にあたっては、どのような考え方で記入するとよいでしょう？








（質問）
（ポイント）
（成果）



「学習指導案」を作成する部分で、記入にあたっては、どのような考え方で記入するとよいでしょう？
単元計画で位置付けた「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」に沿って、学習内容と合わせて学習活動の工夫や学習過程の充実を図るようにします。
演習等を行う中で、例えば、「主体的な学び」の学習過程の充実として、「見通し」と「振り返り」の場面をどのように行うとよいかという視点で検討している先生が多くいました。








（質問）
（ポイント）
（成果）



「単元計画」や「学習指導案」などを通して授業改善を行う場合、どのような視点で考えるとよいでしょうか？
研究協力校では、校内研修シートを用いることで、単元計画を立てる際に「目指す子供の姿」から、「育成を目指す資質・能力」の３つの柱ごとに「何ができるようになるか」「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」を具体的に考えることができたという意見がありました。
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けては、全く異なる指導方法を導入しなければならないと捉える必要はないですが、「学習者の主体は児童生徒である」と指導者が捉えることが大切です。












＜研修シート４の活用に当たって＞
「各教科の目標や内容を踏まえた年間指導計画を作成しよう！」
（質問）
（ポイント）
（成果）


演習等を行う中で、各教科の「目標や内容の一覧」を参照することにより、どのような指導内容を取り扱うとよいのか参考になったという意見が多くありました。
特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）の「目標・内容の一覧」を参考に、各教科の段階をもとに、どの程度の知識等を身に付けているのか把握することが大切です。
「学びの履歴を把握」する部分で、記入にあたっては、どのような考え方で記入するとよいですか？










（質問）
（ポイント）
（成果）


「教科等横断的な視点」で年間指導計画を検討する場合、どのような視点に基づいて考えるとよいですか？
育成を目指す資質・能力を身に付けるために、他の教科等において関連する内容を、同時期に取り扱うなどの工夫をすることが大切です。
演習等を行う中で、他教科との関連を考える際、育成を目指す資質・能力を明確にすることで、他教科で取り扱う指導内容を具体的に考えることができたという意見が多くありました。










（質問）
（ポイント）
（成果）


「各教科等を合わせた指導」や「学校行事等の実践的・実際的な学習」の年間指導計画を検討する場合、どのような視点に基づいて考えるとよいですか？
　他の教科で身に付けた「知識及び技能」や「思考力・判断力・表現力等」を実際に結び付けたり、関連付けたりできるような機会として捉え、他の教科でどのような指導内容を取り扱っているのか検討することが大切です。
研究協力校では、校内研修で、教科等横断的な視点から、各教科で学習している内容が実践的な教育活動とどのように関連付けられているか可視化することで、それぞれの指導内容を見つめ直すことができました。











＜研修シート５の活用に当たって＞
「各教科等を合わせた指導の指導内容を確認しよう！」
（質問）
（ポイント）
（成果）



「個別の指導計画の目標の達成のために必要な『各教科等の内容』で、記入にあたっては、どのような考え方で記入するとよいですか？
特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）の「目標・内容の一覧」を参考に、各教科のどの段階か等、どの程度の知識等を身に付けているのか把握することが大切です。
演習では、「目標・内容の一覧」を参考にすることで、学びの履歴を把握でき、次にどの段階の内容を取り扱うとよいか、焦点化しやすくなったという意見が多くありました。










＜研修シート６の活用に当たって＞
「カリキュラム・マネジメントについて理解を深めよう！」
（質問）
（ポイント）
（成果）



学校として目指す姿を明確にするために、現状と課題から導き出した内容を、教職員同士で話し合い、共有することで、教職員一人一人ができることを具体的に検討することが大切です。
演習では、学校として目指す子供像の実現に向け大切にしたいことなどが、教職員一人一人によって異なることが明らかになったことから、意見や考えをまとめたり校内で共有したりすることが大切であるという意見が多くありました。
「課題を解決するための取組」は、どのような考え方で記入するとよいですか？












校内研修シートは、研修シートを使うことが目的ではありません。研修シートを用いて校内研究や研修を行うことにより、普段の授業を見つめ直す視点（見方や考え方）を持ち、授業づくりや授業改善に生かすことが大切です。
　各学校の実情や研究テーマ等に基づいて、どのように校内研修シートを活用するか検討したり、各学校がオーダーメイドの研修シートを開発したりするなど、様々な工夫をしながら積極的に活用してください。

Ⅴ　研修シートとカリキュラム・マネジメント活用


本研究において、校内研修シートは、それらを用いて授業改善の取組を推進することと合わせて、教育課程全体の質的な改善を図るカリキュラム・マネジメントにも活用できると考えた。
以下に、教育課程の構造を可視化した図を用いて、どの部分でどの研修シートを活用できるか、関連を整理した。
【校内研修シートとカリキュラム・マネジメントとの関連図】


教育課程の構造の可視化（例）
◇研修シートの活用
◇カリキュラム・
マネジメント
学習指導要領から教育内容を明確にする段階


校内研修シート６
学校教育目標
◇「社会に開かれ
た教育課程」
・教職員で共有する目指す姿
・身に付けてほしい力


・目指す児童生徒像
・卒業までに身に付けてほしい力
・各学部の教育目標
◇育成を目指す資
質・能力
学習指導要領に基づき、身に付けてほしい力を育むための指導内容等の検討

校内研修シート１　　
　　～５



◇教育課程
の円滑な
接続
各学部教育課程の編成
各教科
道徳
特別活動
外国語活動
総合的な学習の時間
自立活動
▶指導内容の選択
▶指導内容を組織
▶授業時数の配当




個別の教育支援計画
・児童生徒の目指す姿
・児童生徒に育てたい力



校内研修シート４

評　価
指導計画を作成する段階

指導計画作成（指導の形態、年間指導計画、時数配分、時間割等）
◇学びの連
続性

校内研修シート２
校内研修シート５
学びに履歴の把握
各教科等の実態把握
個別の指導計画


指導・学習方法の明確化
各教科等の目標の明確化

校内研修シート１
活用
探求
習得

主体的・対話的で深い学び


校内研修シート３
指導内容の精選・指導の重点化

各教科等の内容の明確化

校内研修シート３

◇アクティブ・
ラーニングの視点
本時の授業
評　価
学期ごとの達成状況
知識・技能
評価方法の明確化
主体的に学習に取り組む態度
思考力・判断力・表現力
育成を目指す資質・能力の３つの柱に沿った学習評価の整理
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～校内研修シートとは～


～校内研修の充実に向けて～





～ニーズに合わせた研修の取組～


校内研修シートは、各学校の状況に応じて必要なシートを選んで活用できるようにするとともに、繰り返し何度も使用できるなど、各学校の研修ニーズに合わせやすいように工夫しました。





知的障がい特別支援学校においても、学習指導要領改訂の趣旨を踏まえ、「育成を目指す資質・能力」を明確にしたり、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進したりできるよう、校内研修を通して具体的に取り組めるように工夫しました。





知的障がい特別支援学校の校内研修の充実を図るため、当センターが平成30年度に実施した研修講座等において、参考となる内容をポイントとしてまとめ、それらを踏まえた研修が簡便に実施できるように作成しました。
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